
東松山市立白山中学校 保健体育第２学年シラバス   担当： 金子 謙一 ・ 星野 聡 

 
  教科の目標  
  心と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して、生涯にわたって運動に 

親しむ資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む
態度を育てる。 

 

【体育分野の目標】                         学習内容 学習のねらい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一 
 
学 
 
期 
 

○体育理論 
・運動やスポーツの影響 

・運動やスポーツが心身に及ぼす影 
 響について理解できるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや
  喜びを味わうことができるようにするととも
  に、知識や技能を身につけ、運動を豊かに実践
  することができるようにする。              
２ 運動を適切に行うことによって、体力を高め、
  心身の調和的発達を図る。     
３ 運動における競争や協同の経験を通して公正

に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果
たすなどの意欲を育てるとともに健康・安全に
留意し、自己の最善を尽くして運動をする態度
を育てる。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○体つくり運動 
 ・集団行動       
・体ほぐしの運動 
 ・体力を高める運動 

・体を動かす楽しさや心地よさを味
 わい、体力を高め、目的に適した
 運動を身に付け、組み合わせるこ
 とができるようにする。 

○陸上Ⅰ            
  ・短距離走、リレー 
 ・走り高跳び、走り幅跳び
            

・短距離走、リレーの技能構造を理
 解し、自己の課題にそって効果的
 に練習することができる。  
・跳躍種目では助走を活かし力強く

踏み切り、自己の記録や競走を楽
しむことが出来るようにする。    

○器械運動 
  ・跳び箱運動 
            
            
          

・跳び箱運動では、健康・安全に気
を配りながら、回転系や切り返し
系の基本的な技を滑らかに行うこ
と、条件を変えた技、発展技を行
うことができるようにする。 

 

○水 泳         
   ・クロール      
  ・平泳ぎ       
   （背泳ぎ）     

・水泳の事故防止に関する心得を知
 る。 
・記録の向上や競争の楽しさや喜び
 を味わえるようにする。 

【保健分野の目標】                        
 
 
 
 

個人生活における健康・安全に関する理解を通
して、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、 
改善していく資質や能力を育てる。 

 
 
 
 

 
 
 
二 
 
学 
 
期 

○球技Ⅱ        
  ・ソフトボール 

・ベースボール型では、基本的なバ
 ット操作と走塁での攻撃、ボール
 操作と定位置での守備などによっ
 て攻防を展開できるようにする。 

 

                                     
評価の観点・方法          ○陸上Ⅱ    

  ・長距離走  
 
 

・自己のスピードを維持できるフォ
 ームでペースを守りながら、一定
 の距離を走り通し、タイムを短縮
 したりできるようにする。    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価の観点 
１ 運動や健康・安全についての知識を身に付け
  ている。 

運動に必要な技能や体力を身につけている。
               【知識・技能】 
２ 運動の課題解決を目指して、考え工夫し伝え

ている。      【思考・判断・表現】 
３ 欠席や見学がなく、安全に、意欲的に学習し

ようとしている。 
【主体的に学習に取り組む態度】

                       
      評価の方法 
○欠席や見学の状況 
○授業へ取り組む姿勢や態度（授業態度） 
  ・服装 
 ・意欲的な取り組み 
 ・学習ノートの記入と提出 
  ・リーダーシップ 
  ・協力性等 
○技能や体力、知識 
 ・新体力テスト 
 ・各種目の技能テスト、練習の内容 
 ・知識テストなどを中心に、総合的に評価する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○武道         
 ・柔道      
 
 
            

・柔道の特性を十分に理解し、礼法
 及び基本動作を身に付ける。    
・相手の動きに応じた基本動作か 
 ら、基本となる技を用いて、投げ
 たり、抑えたりするなどの攻防を
 展開できるようにする。     

○球技Ⅱ 
  ・バドミントン 
 

・ネット型では、ボールや用具の操
 作と定位置に戻るなどの動きによ
 って空いた場所をめぐる攻防を展
 開できるようにする。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 

○球技Ⅲ         
・ハンドボール     

 

・ゴール型では、ボール操作と空間
 に走り込むなどの動きによってゴ
 ール前での攻防を展開できるよう
 にする。 

○ダンス 
   ・現代的なリズム 
 
 

・リズムの特徴をとらえ、変化のあ
 る動きに合わせて、リズムに乗っ
 て全身で踊ることができるように
 する。 

  
 
 
 

○保健 
・傷害の防止 
・健康な生活と疾病の予防 

・傷害の防止について理解できるよ
 うにする。 
・健康な生活と病気の予防について
 理解できるようにする。 

特色ある学習方法  

 

 

 

 

 

 

 

○学校の実態に応じた学習領域や自己の興味・ 
関心に適した学習種目の選択 

○課題解決学習の展開 
○ペア、グループ学習の活用 
○団対抗縦割り体育祭や体育的行事等との関連 

 
 
 
 

 ※天候や授業の進度によって、多少の変更があります。 

  



 


